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 研究概要 
    

再生治療の普及と事業化には安全性が最優先である。そこで間葉系幹細胞の増殖用および分化用

の無血清培地を開発した。また細胞の品質と安全性を検査するマーカーセットを開発した。 
 

 

■ 研究内容、研究成果 
  

歯科用インプラントの埋入用の骨造成に間葉系幹細胞治療が有望であることがわかった。また広

島大学病院（栗原教授）で自家間葉系幹細胞移植治療をした歯周病患者の歯周組織と全身症状を 2

年以上追跡して、治療の有効性と安全性を示唆するデータを得た。そこで本プロジェクトでは、再

生医療の安全性と確実性を向上させるため、間葉系幹細胞に線維芽細胞が混入していないこと、移

植細胞が未分化な間葉系幹細胞であること、癌化リスクがないことを検査するための遺伝子マーカ

ーセットを開発した。一方で、血清からの病原体の感染を避けるため、培養方法を簡便化するため、

また治療効果を高めるために、各種無血清培地を開発した。具体的には、間葉系幹細胞の増殖用培

地を工業的に製造する方法および保存方法を検討して、研究用 STK２の販売に成功した（DS ファー

マバイオメデイカル社、２００８年）。しかし STK２は骨髄、滑膜、脂肪組織からの間葉系幹細胞の

分離と初代培養には不適であったので、組成を変更して STK１を開発した（DS ファーマバイオメデ

イカル社、２０１０年２月販売）。また骨分化用および脂肪分化用の無血清培地を開発した（２０

１０～２０１１年、販売開始予定）。これらの無血清培地は、従来の血清含有培地よりも、数倍か

ら数百倍もの高レベルで間葉系幹細胞の増幅と分化を促進した。 

 

 

■ 今後の展開、将来の展望 
 

 我々の STK シリーズ（ユーザーから好評を得ている）の販売により、間葉系幹細胞の全培養プロ

セス（分離、増幅、分化、移植まで）の無血清化が可能となり、無血清再生医療の実現に近づいた。

これらの無血清培地を臨床で使用するためには、動物蛋白のヒト蛋白への変更やさらなる低コスト

化が必要である。これらの課題を解決すれば、歯科（歯周病、歯科用インプラント、口蓋裂）、整

形外科（関節症、難治性骨折、椎間板変性、大腿骨頭壊死、骨粗鬆症）、形成外科（耳や鼻の再建

など）の多くの疾患に対して、無血清再生医療が可能となる。また品質マーカーセットについては、

無血清で増殖した間葉系幹細胞に対する有用性を例数を増やして検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 研究体制 
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栗原英見（広島大学）、河本健（広島大学）、金輪真佐美（広島大学）、中島歩（広島大学）、 
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三好照三（(株)電気化学工業）、橋本正道（(株)電気化学工業）、杉本純一（(株)デンカ生研） 

 

 共同研究機関 

帝京大学、(株)ツーセル、(株)ビー・エム・エル、(株)電気化学工業、(株)デンカ生研、 

科学技術振興機構 

 

 研究期間 

 

平成１９年４月 ～ 平成２２年３月 

無血清培地ＳＴＫ１とＳＴＫ２による 

ヒト骨髄由来 MSC の増殖と骨分化 

 

最終的に目指す製品群 

 

実用的な MSC 品質マーカーセットの開発 

ＳＴＫ３：無血清骨分化誘導培地の開発 

骨分化の染色結果（Alizarin red S) 
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